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(東京農工大 ･農 ･獣医 ･家畜生理)
リラキシンは､黄体や胎盤から分泌されるホル
モンであtJ､恥骨結合の弛穏及び子宮頚管関大作
用を有し､分娩時の骨盤口の関大を容易にするホ
ルモンである.本年度は､昨年度に確立したリラ
キシンのラジオイムノアッセイ法を用いて正常な
ニホンザルにおける妊娠中血中リラキシン浪虎を
測定した.また.妊娠末期におけるプロスタグラ
ンディンEZ(PGEZ)による子宮頚管熱化銃先時にお
けるリラキシンの動態についても検附した.
1.妊娠期間中のリラキシン分泌
血中リラキシン濃度は.妊娠成立と共に急増
し､mCGのど-クに､ほぼ同調して高位を示し.
妊好6週頃には一度低下した.その後.妊娠中
は､ほぼ一定の位を示し.分娩時の上昇はみられ
す､分娩後は直ちに低位に減少した.
2.子宮預管熱化研究時におけるリラキシン分泌
PGE2投与により子宮預管統発後､血中リラキシ
ン､プロゲステロンおよびmCG法度は､投与前後
で変化は認められなかった.しかし.血中エスト
ラジオール浪鹿は､PGEZ投与後､有意に増加し､
投与後2時間にピークに達し､投与後48時間に
はもとの位置に戻った.一方.分娩tB後にPGE2投
与を行った時には.すべての上妃ホルモンに変化
は認められなかった.
以上の結果から.リラキシンは.妊娠ニホンザ
ルては.胎盤ではなく､黄体から分泌されるこI
と､また､PGE2投与は.妊娠黄体には影響を与え
ないことが示唆された｡
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